
　
「
ピ
ー
プ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て

誰
も
が
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
「
人
々
」「
民

衆
」
と
い
っ
た
和
訳
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

英
国
の
「
ピ
ー
プ
ル
」
は
違
う
。
そ
れ
は

歴
史
的
に
「
労
働
者
階
級
」
の
こ
と
だ
っ

た
。
終
戦
の
年
一
九
四
五
年
に
チ
ャ
ー
チ

ル
が
総
選
挙
で
ま
さ
か
の
惨
敗
を
期
し
、

ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
率
い
る
労
働
党

政
権
が
誕
生
し
た
時
の
こ
と
は
、
ケ
ン
・

ロ
ー
チ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『The 

Spirit of 45

』に
詳
し
い
。
そ
れ
は「
ピ

ー
プ
ル
の
革
命
」
と
呼
ば
れ
た
し
、「
ゆ

り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
福
祉
制
度
を

作
り
だ
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
は
「
ピ
ー
プ

ル
の
政
府
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

だ
が
、
労
働
者
階
級
が
「
ピ
ー
プ
ル
」

と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
英
国
の

書
店
で
は
本
書
の
隣
に
並
ん
で
い
る
こ
と

の
多
い
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の

『Chavs

』
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

今
世
紀
の
労
働
者
階
級
は
、「
ア
ン
ダ
ー

ク
ラ
ス
」「
社
会
の
厄
介
者
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

前
世
紀
を
振
り
返
れ
ば
、
労
働
者
階
級
は

社
会
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
ど
こ
ろ
か
、
一

九
五
〇
年
代
に
は
人
口
の
七
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
、
一
九
九
〇
年
代
だ
っ
て
人
口

の
半
分
以
上
だ
っ
た
。
二
〇
世
紀
の
英
国

を
語
る
と
き
、
労
働
者
階
級
を
無
視
す
る

こ
と
は
人
口
の
大
多
数
を
無
視
す
る
こ
と

だ
。
彼
ら
が
自
ら
の
権
利
に
覚
醒
し
た
一

九
一
〇
年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
か

け
て
、政
治
家
た
ち
は
労
働
者
階
級
を「
ア

ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
」
で
は
な
く
「
ピ
ー
プ
ル
」

と
呼
ん
で
い
た
。
少
数
の
支
配
者
階
級
と

は
違
う
、
市
井
の
人
々
は
み
ん
な
「
ピ
ー

プ
ル
」
だ
っ
た
。

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に

な
る
と
、
労
働
者
階
級
の
テ
ィ
ー
ン
た
ち

は
英
国
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
主
役
に

さ
え
な
っ
た
。
富
裕
層
の
テ
ィ
ー
ン
た
ち

は
ま
だ
大
学
に
通
っ
て
い
た
が
、
労
働
者

階
級
の
若
者
は
す
で
に
働
き
、
可
処
分
所

得
を
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
ロ
ッ
ク
ン
ロ

ー
ル
の
レ
コ
ー
ド
や
ス
ク
ー
タ
ー
を
買

い
、
流
行
の
服
に
身
を
包
ん
で
ダ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
通
っ
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
生
み
出
す
。

　
「
一
九
四
五
年
の
人
民
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

で
誕
生
し
た
労
働
党
政
権
は
、
大
学
授
業

料
を
無
料
に
す
る
な
ど
し
て「
ピ
ー
プ
ル
」

の
子
供
た
ち
が
大
学
進
学
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
。「
ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
」

の
原
動
力
は
、
労
働
者
階
級
の
若
者
た
ち

が
、
芸
術
、
音
楽
、
メ
デ
ィ
ア
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
分
野
に
進
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
七

〇
年
代
後
半
に
登
場
し
た
パ
ン
ク
・
ム
ー

ヴ
メ
ン
ト
で
も
、
セ
ッ
ク
ス
・
ピ
ス
ト
ル

ズ
は
労
働
者
階
級
の
ヤ
バ
さ
を
発
散
し
て

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
若
者
た
ち
を
魅
了
し
た

が
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
出
身
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ

の
ジ
ョ
ー
・
ス
ト
ラ
マ
ー
は
生
涯
そ
の
刻

印
を
背
負
っ
て
生
き
た
と
い
う
説
も
あ

る
。
い
ま
と
な
っ
て
は
隔
世
の
感
が
あ
る

が
、
ク
ー
ル
で
あ
る
た
め
に
は
労
働
者
階

級
出
身
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
が
あ

っ
た
の
だ
。

　

今
年
六
月
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
投
票
で
の
離

脱
派
の
勝
利
は
、「
労
働
者
階
級
の
反
乱
」

と
言
わ
れ
た
。海
外
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
は
、

「
英
国
の
下
層
に
広
が
っ
た
醜
い
排
外
主

義
の
現
れ
」
と
報
道
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
ず
い
ぶ
ん
と
単
純
に
決
め
つ
け
た
、
一

方
的
論
調
だ
っ
た
と
思
う
。
英
国
民
の
半

分
以
上
が
レ
イ
シ
ス
ト
な
ら
、
そ
も
そ
も

英
国
は
い
ま
の
よ
う
な
多
民
族
国
家
に
は

な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

国
内
で
は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
「
一
九
四
五

年
以
来
の
ピ
ー
プ
ル
の
革
命
」
と
評
し
た

論
客
た
ち
も
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
は

一
部
の
大
企
業
と
支
配
者
階
級
の
た
め
に

の
み
機
能
し
、
雇
用
主
と
政
治
家
は
移
民

労
働
者
を
安
価
で
搾
取
可
能
な
賃
金
奴
隷

に
し
、「
ピ
ー
プ
ル
」
は
「
ア
ン
ダ
ー
ク

ラ
ス
」
に
落
ち
、
緊
縮
財
政
で
餓
死
者
ま

で
出
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
だ
。
二
〇
世

紀
は
じ
め
以
降
の
ど
の
時
代
と
比
べ
て
も

格
差
が
大
き
く
な
っ
た
こ
の
時
代
に
、
一

九
一
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
全
国
規
模
に

広
が
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
よ
う
に
エ
ス
タ

ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
た
ち
を
震
撼
さ
せ
る

出
来
事
（
＝
Ｅ
Ｕ
離
脱
）
が
起
き
た
の
は

偶
然
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
騒
動
か
ら
約

二
カ
月
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
冷
静
に
な
っ

た
識
者
た
ち
は
、
い
ま
重
要
な
の
は
、
労

働
者
階
級
を
愚
か
な
排
外
主
義
者
と
バ
ッ

シ
ン
グ
す
る
の
で
は
な
く
、「
富
の
分
配
」

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
だ
と
語
り
始
め

た
。
あ
の
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
ま
で
も
が
新

聞
に
経
済
政
策
の
重
要
性
を
説
く
今
日
こ

の
ご
ろ
だ
。

　

近
年
の
左
派
の
多
く
は
、
難
民
問
題
や

相
次
ぐ
テ
ロ
事
件
の
せ
い
で
民
族
や
国
家

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に

ば
か
り
目
を
向
け
、
そ
の
裏
で
淫
ら
な
ま

で
に
広
が
り
続
け
る
格
差
と
貧
困
の
問
題

を
軽
視
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
い
ま
や
ア

ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
と
呼
ば
れ
社
会
の
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
に
さ
れ
た
労
働
者
階
級
の
衰
退

と
間
違
い
な
く
リ
ン
ク
し
て
い
る
だ
ろ

う
。

　

Ｅ
Ｕ
離
脱
は
「
偽
物
の
労
働
者
階
級
の

反
乱
」と
言
う
識
者
も
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
を
率
い
た
の
は
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
や
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
ヴ
の
よ
う
な
保
守

党
の
超
エ
リ
ー
ト
や
、
右
翼
政
党
Ｕ
Ｋ
Ｉ

Ｐ
の
元
党
首
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
フ
ァ
ラ
ー
ジ

だ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
決
定
す
る

と
次
々
に
姿
を
消
し
た
。「
本
当
に
離
脱

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
が

騙
し
た
下
層
民
を
残
し
て
パ
ニ
ッ
ク
し
て

逃
げ
出
し
た
」
と
メ
デ
ィ
ア
は
囃
し
立
て

た
が
、
英
国
の
「
ピ
ー
プ
ル
」
は
実
の
と

こ
ろ
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
逃
亡
に
動
じ
て
い

な
い
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
の
労
働
者
階
級
の

人
々
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
賭
け
た
。そ
し
て「
富

の
分
配
」
が
為
政
者
た
ち
の
口
に
久
し
ぶ

り
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
こ

れ
か
ら
ど
う
進
む
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

賽
は
投
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
英
国
労
働
者
階
級
の
歴
史
は

二
一
世
紀
も
紡
が
れ
続
け
て
行
く
の
だ
。

（
保
育
士
・
作
家
、
英
国
在
住
）

▽
今
月
23
日
（
金
）
か
ら
開
か
れ
る
「
東

京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」
の
招

待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
受
付
中
（
詳
細
は
本
紙

最
終
面
）、締
切
は
19
日
（
月
）
必
着
で
す
。

ど
う
ぞ
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

等身大の労働者群像で綴る
英国現代史 1910―2015

セリーナ・トッド

《ザ・ピープル　イギリス労働者階級の盛衰》
近藤康裕訳

　
「
自
分
の
肉
体
を
使
っ
て
労
働
に
従
事

し
て
い
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
〈
伝
統
的
〉

な
労
働
者
階
級
は
、
本
書
が
出
発
点
と
す

る
一
九
一
〇
年
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
人

の
大
多
数
を
構
成
し
て
い
た
。
一
世
紀
が

経
ち
、
状
況
は
も
は
や
同
じ
で
な
い
と
は

い
え
、
二
〇
一
〇
年
に
ほ
と
ん
ど
の
人
び

と
が
い
ま
で
も
自
分
た
ち
は
労
働
者
階
級

に
属
す
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の

本
で
わ
た
し
は
そ
う
し
た
人
び
と
の
話
を

語
ろ
う
と
思
う
。

　

一
九
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け

て
の
百
年
は
労
働
者
階
級
の
世
紀
で
あ
っ

た
。
歴
史
家
Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ム
ス
ン
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、
産
業
革
命
の
あ
い
だ
労
働

者
階
級
は
〈
み
ず
か
ら
の
形
成
に
立
ち
会

っ
て
い
た
〉。
炭
坑
労
働
者
と
職
人
は
自

分
た
ち
の
利
益
を
促
進
す
る
た
め
に
団
結

し
、
雇
用
主
の
利
益
に
異
を
唱
え
た
。
し

か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
自
分

た
ち
は
労
働
者
階
級
で
あ
り
、
政
治
家
と

新
聞
か
ら
労
働
者
階
級
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
二
十

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
労
働
者
階

級
が
〈
人
び
と
〉
と
な
り
、
そ
の
利
害
が

イ
ギ
リ
ス
自
体
の
利
害
と
同
義
と
な
っ
た

の
も
二
十
世
紀
に
お
い
て
―
―
と
り
わ

け
第
二
次
世
界
大
戦
中
と
戦
後
―
―
で

あ
っ
た
。（
…
）

　

階
級
と
い
う
の
は
、
生
活
様
式
や
変
わ

る
こ
と
の
な
い
文
化
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
不
平
等
な
力
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る

関
係
の
こ
と
で
あ
る
。〈
理
想
〉
の
労
働

者
階
級
と
か
〈
伝
統
的
〉
な
労
働
者
階
級

な
ど
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。そ
の
か
わ
り
、

共
有
さ
れ
た
状
況
と
経
験
に
よ
っ
て
結
び

つ
け
ら
れ
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
が
い

る
。
本
書
が
語
ろ
う
と
す
る
の
は
、
そ
う

し
た
人
び
と
の
話
な
の
だ
」

　
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
福
祉

先
進
国
か
ら
「
社
会
な
し
」「
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
な
し
」の
新
自
由
主
義
先
進
国
へ
。

一
九
一
〇
年
以
来
一
世
紀
、
ピ
ケ
テ
ィ
の

Ｕ
字
曲
線
上
を
「
人
び
と
」
は
ど
う

生
き
て
き
た
か
。「
自
分
た
ち
の
置

か
れ
た
状
況
に
い
か
に
適
応
し
、
抵

抗
し
、
ま
た
い
か
に
そ
の
状
況
を
変

え
て
い
っ
た
の
か
」。
等
身
大
の
名

も
な
き
労
働
者
群
像
が
織
り
な
す
イ

ギ
リ
ス
現
代
史
。
第
二
版
後
記
「
わ

た
し
た
ち
の
現
状2011-2015
」

収
録
。［
歴
史
］

（
Ａ
５
判
・
504
頁
・
六
八
〇
〇
円
）



　

ブ
ッ
カ
ー
賞
作
家
Ｊ
・
バ
ー
ジ

ャ
ー
と
写
真
家
Ｊ
・
モ
ア
が
、
一

人
の
田
舎
医
者
の
姿
を
通
し
て
人

間
と
医
療
の
本
質
を
浮
彫
に
し
た

傑
作
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

　

舞
台
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部

の
小
村
。
英
国
の
階
級
社
会
の
最

下
層
に
生
き
る
村
人
た
ち
の
窮
状

は
、
貧
困
や
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ

ま
な
ス
テ
ィ
グ
マ
に
絡
め
と
ら
れ

て
い
る
。
医
師
サ
サ
ル
は
そ
の
村

に
住
み
つ
き
、
傷
を
負
っ
た
者
、

死
に
瀕
す
る
者
、
孤
独
な
者
の
ケ

ア
に
当
た
る
。
サ
サ
ル
が
医
師
と

し
て
村
人
と
の
間
に
築
い
た
稀
有

な
関
係
性
を
、
作
家
と
写
真
家
は

透
徹
し
た
視
線
で
描
写
す
る
。

　

治
療
者
と
は
い
か
な
る
存
在
で

あ
る
べ
き
な
の
か
。
他
人
を
癒
す

こ
と
で
癒
さ
れ
る
幸
福
と
そ
の
代

償
に
つ
い
て
、
サ
サ
ル
医
師
は
美

し
く
も
戦
慄
す
べ
き
事
例
を
提
供

し
、
読
後
も
一
巻
全
体
か
ら
受
け

た
衝
撃
が
後
を
引
く
。

　
「
こ
の
本
を
読
ん
で
心
を
動
か

さ
れ
な
い
者
は
、
医
師
に
な
る
べ

き
で
は
な
い
」（『
ネ
イ
シ
ョ
ン
』）

　
「
同
時
代
の
文
芸
の
世
界
で
、

バ
ー
ジ
ャ
ー
は
私
に
と
っ
て
比
類

な
き
存
在
で
あ
る
」

（
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
）

　

原
著
は
一
九
六
七
年
刊
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
。
本
書
の
哲
学
的
探
究

は
、
今
日
の
極
度
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
さ
れ
た
医
療
に
対
し
て
ま
す
ま

す
深
く
問
い
か
け
る
。
静
謐
で
あ

り
な
が
ら
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

放
つ
一
冊
。
村
松
潔
訳
で
贈
る
。

写
真
73
点
。［
海
外
文
芸
・
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
］【
十
一
月
上
旬
刊
】

（
四
六
判
216
頁
・
予
三
二
〇
〇
円
）

（２）パブリッシャーズ・レビュー2016 年（平成 28 年）9 月15日 第 48 号

ガ
ワ
ン
デ　

長
寿
時
代
の
終
末
期
を
ど
う
生
き
、
最

期
の
時
を
ど
う
迎
え
る
か
。
現
役
外
科
医
が
描
く
迫

真
の
ド
ラ
マ
。［
６
刷
］
原
井
宏
明
訳
二
八
〇
〇
円

ネ
ル
ー　

イ
ン
ド
解
放
闘
争
の
さ
な
か
獄
中
か
ら
一

人
娘
に
送
っ
た
200
通
の
手
紙
。
慈
愛
と
鋭
い
洞
察
に

み
ち
た
感
動
の
名
著
。
大
山
聰
訳　

各
二
七
〇
〇
円

ト
ド
ロ
フ
シ
リ
ア
内
戦
、Ｉ
Ｓ
、難
民
、テ
ロ
。「
進

歩
、自
由
、人
民
」と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
理
念
が
も
た

ら
す
危
機
と
は
何
か
。
大
谷
尚
文
訳　

四
五
〇
〇
円

島
田
虔
次　
「
儒
教
文
明
は
未
来
を
紡
ぐ
に
足
る
思

想
」と
確
信
す
る
立
脚
点
に
立
っ
た
、透
徹
し
た
中
国

思
想
史
研
究
。「
明
末
清
初
」
各
論
他
。
五
二
〇
〇
円

グ
レ
ー
ヴ
ズ　

病
身
で
吃
音
症
、
帝
位
な
ど
夢
み
も

し
な
か
っ
た
謎
の
ロ
ー
マ
皇
帝
〈
自
伝
〉。
タ
イ
ム
誌

「
小
説
百
選
」の
傑
作
。多
田
・
赤
井
訳
四
二
〇
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

サ
ー
ト
ン　

残
り
少
な
い
時
間
と
孤
独
の
な
か
で
探

し
た
「
年
を
と
ら
な
い
秘
訣
」。
出
会
い
、喪
失
、発
見

に
み
ち
た
濃
密
な
一
年
。幾
島
幸
子
訳
三
四
〇
〇
円

オ
ー
セ
ル
ー　

研
究
所
が
経
済
援
助
を
受
け
る
と
ど

う
な
る
か
。
そ
の
起
源
を
ボ
ー
ア
研
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
か
ら
考
察
。
矢
崎
裕
二
訳　

八
二
〇
〇
円

ロ
ー
ダ
ン　

大
国
の
興
亡
と
古
今
東
西
の
あ
ら
ゆ
る

食
文
化
の
変
遷
を
辿
っ
た
壮
大
な
研
究
の
集
大
成
。

包
括
的
な
歴
史
。
ラ
ッ
セ
ル
秀
子
訳　

六
八
〇
〇
円

李
禹
煥　
「
も
の
派
」
の
理
論
的
支
柱
に
よ
る
評
論

集
。
表
現
を
め
ぐ
る
思
索
を
喚
起
す
る
60
年
代
末
―

70
年
代
の
思
索
の
跡
。
待
望
の
復
刻
。
四
〇
〇
〇
円

怪
物
君

モ
レ
ッ
テ
ィ　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
古
今
東

西
の
文
学
を
分
析
し
、
世
界
文
学
研
究
に
新
た
な
展

望
を
拓
く
革
新
的
論
考
。
秋
草
他
訳　

四
六
〇
〇
円

吉
増
剛
造　

大
震
災
か
ら
五
年
、
詩
業
を
賭
け
て
生

ま
れ
た
長
篇
詩
。
言
葉
の
土
台
が
崩
れ
た
場
所
か
ら

途
方
も
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
が
出
現
す
る
。
四
二
〇
〇
円

レ
デ
ィ
カ
ー　

海
に
浮
か
ぶ
地
獄
に
お
け
る
残
忍
、

強
欲
、
抵
抗
を
現
前
さ
せ
る
筆
致
。
闘
う
歴
史
家
に

よ
る
黒
い
大
西
洋
史
。
上
野
直
子
訳　

六
八
〇
〇
円

科
学
の
曲
が
り
角　
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア

研
究
所
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

核
物
理
学
の
誕
生

ド
ゥ
ブ
レ
／
樋
口
／
三
浦
／
水
林
／
水
林　

政
治
理

念
か
ら
軍
備
そ
し
て
学
校
教
育
制
度
ま
で
。
危
機
的

政
治
状
況
下
の
憲
法
と
日
本
を
問
う
。
四
二
〇
〇
円

荒
川
洋
治　

読
書
と
は
何
か
？　

文
章
と
日
本
語
の

新
し
い
情
景
を
見
続
け
て
き
た
著
者
が
お
く
る
、
き

び
し
く
も
あ
た
た
か
い
エ
ッ
セ
イ
集
。
二
七
〇
〇
円

シ
ョ
ー
タ
ー　

精
神
医
学
の
総
体
を
知
る
た
め
に
書

か
れ
た
歴
史
事
典
。
時
代
や
地
域
を
越
え
て
関
連
す

る
二
一
一
項
目
。
江
口
・
大
前
監
訳　

九
〇
〇
〇
円

ド
ル
ー
ア
ン　

人
間
の
昆
虫
観
を
西
洋
哲
学
に
た
ど

る
科
学
エ
ッ
セ
ー
。
円
城
塔
、
荒
俣
宏
、
養
老
孟
司

ら
に
好
評
を
得
て
重
版
。
辻
由
美
訳
三
六
〇
〇
円

社会の歪みとケアの本質を浮彫に
ジョン・バージャー／ジャン・モア

《果報者ササル　ある田舎医者の物語》
村松 潔訳

　

二
〇
一
六
年
七
月
、
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
国
立
西
洋
美
術
館

の
実
施
設
計
は
前
川
國
男
、
坂
倉

準
三
、
吉
阪
隆
正
に
よ
る
。
ア
メ

リ
カ
と
は
事
情
が
異
な
り
、
日
本

の
近
代
建
築
は
彼
ら
三
人
の
弟
子

た
ち
を
中
心
に
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
派
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て

き
た
が
、現
在
、ほ
ぼ
半
世
紀
前
の

建
物
群
が
「
モ
ダ
ン
・
ム
ー
ヴ
メ

ン
ト
の
貴
重
な
作
品
」
と
認
定
さ

れ
つ
つ
も
取
り
壊
し
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
立
図

書
館
・
音
楽
堂
、京
都
会
館
、大
学

セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
、戦
没
学
徒
記

念
若
人
の
広
場
ほ
か
代
表
的
作
品

の
建
設
経
緯
を
紹
介
、
保
存
へ
の

道
を
探
る
。
一
九
五
五
年
、
日
本

滞
在
時
の
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の

足
跡
を
克
明
に
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
も
収
録
。
上
野
の
西
洋
美
術

館
、
ホ
ー
ル
を
見
上
げ
れ
ば
富
士

山
が
…
？［
建
築
］【
十
月
中
旬
刊
】

（
四
六
判
264
頁
・
予
三
六
〇
〇
円
）

▽
松
隈
洋
『
建
築
の
前
夜　

前
川

國
男
論
』
十
一
月
刊
行
予
定

昆
虫
の
哲
学

奴
隷
船
の
歴
史

死
す
べ
き
定
め

今
福
龍
太　

歩
く
こ
と
、
孤
独
、
自
然
。
文
明
社
会

の
な
か
で
真
に
自
由
な
生
き
方
を
考
え
抜
い
た
ソ
ロ

ー
。
生
誕
二
百
年
、そ
の
根
源
に
迫
る
。三
八
〇
〇
円

遠
読　
〈
世
界
文
学
シ
ス
テ
ム
〉
へ
の
挑
戦

デ
リ
ダ　

移
民
問
題
と
テ
ロ
に
揺
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
民
主
主
義
を
考
え
る
た
め
に
、
新
た
に
お
く
る
。

國
分
功
一
郎
解
説　

高
橋
・
鵜
飼
訳　

二
八
〇
〇
円

　
「
僕
は
と
に
か
く
国
語
的
に
は

だ
め
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
イ
メ
ー
ジ

を
伝
え
た
い
。」
―
―
小
説
家
が

ペ
ン
を
動
か
し
な
が
ら
考
え
る
さ

ま
を
同
時
進
行
的
に
読
ん
で
ゆ

く
。
い
ま
見
え
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

（
書
い
て
い
る
こ
と
、
読
ん
で
い

る
本
、
聴
い
て
い
る
音
楽
、
目
に

し
て
い
る
風
景
、
猫
…
）
を
起
点

に
し
て
、
思
考
は
い
つ
も
世
界
の

成
り
立
ち
に
触
れ
よ
う
と
、
気
を

散
ら
し
な
が
ら
、
前
へ
前
へ
。
そ

し
て
ふ
い
に
、
下
か
ら
上
へ
ジ
ャ

ン
プ
！　

形
而
上
の
思
考
世
界
に

飛
び
乗
ろ
う
と
す
る
―
―
。
書
く

こ
と
、
考
え
る
こ
と
、
芸
術
の
自

由
を
表
現
す
る
批
評
で
あ
り
、
カ

フ
カ
・
ベ
ケ
ッ
ト
・
小
島
信
夫
に

連
な
ろ
う
と
す
る
小
説
家
の
小
説

論
で
も
あ
る
濃
密
な
エ
ッ
セ
イ
。

　
〈
表
現
や
演
奏
が
実
行
さ
れ
る

前
に
、
ま
ず
そ
の
人
が
い
る
。
そ

の
人
は
体
を
持
っ
て
存
在
し
、
そ

の
体
は
向
き
不
向
き
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
表
現
の
形
式
の
試
行
錯

誤
の
厚
み
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て

い
る
。「
こ
れ
が
い
い
演
奏
だ
」

「
こ
れ
が
い
い
文
章
だ
」
と
言
わ

れ
て
、
自
分
の
体
が
す
で
に
知
っ

て
い
る
（
と
い
う
の
は
、
う
す
う

す
気
づ
い
て
い
る
）
試
行
錯
誤
の

厚
み
に
関
心
を
持
た
ず
に
、
既
成

の
形
に
自
分
を
し
た
が
わ
せ
た

ら
、
模
倣
や
縮
小
再
生
産
し
か
生

ま
れ
ず
、（
…
）
自
分
の
体
が
す
で

に
知
っ
て
い
る
試
行
錯
誤
の
厚
み

に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
ら
、
既

成
の
形
と
の
軋
み
が
起
こ
る
。〉

［
文
学
・
批
評
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
304
頁
・
予
二
七
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房
新
刊
（

2016
・
５
～
７
）

出
会
い
を
求
め
て

現
代
美
術
の
始
源　
［
新
版
］

思
想
と
し
て
の
〈
共
和
国
〉

日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
た
め
に
［
増
補
新
版
］

小説家の頭
イ メ ー ジ

のなか
保坂和志

《試行錯誤に漂う》

「
下
丸
子
文
化
集
団
」
に
焦
点
を

当
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
史
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

［
戦
後
史
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
380
頁
・
予
三
八
〇
〇
円
）

　

日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
移
民

と
共
に
越
境
し
矛
盾
や
相
克
を
生

み
、
変
容
し
融
和
し
て
い
っ
た
。

日
系
移
民
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
高
揚
期
に
集
中
し
た
た

め
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
移
民
同
化

政
策
と
太
平
洋
戦
争
の
影
響
を
直

に
受
け
た
。
そ
ん
な
歴
史
状
況
下

で
進
め
ら
れ
た
移
民
子
弟
教
育
の

実
態
と
そ
の
背
景
を
詳
述
す
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
長
年
居
住
し
、
調

■
電
子
書
籍
７
～
９
月
配
信
開
始
（
表
示
は
希
望
小
売
価
格
で
す
）

《
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
か
ら

遠
く
離
れ
て

》

松
隈
洋

日
本
の
20
世
紀
建
築
遺
産

《
明
治
知
識
人
と
し
て
の
内
村
鑑
三

　

そ
の
批
判
精
神
と
普
遍
主
義
の
展
開

》

柴
田
真
希
都

サ
イ
ー
ド
、
バ
ン
ダ
の
視
点
か
ら

《
ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
と

世
界
史　
歴
史
家
の
仕
事
に
つ
い
て

》

Ｃ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ

上
村
忠
男
編
訳

日
本
語
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
編
集

書
は
Ｅ
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
『
知
識

人
と
は
何
か
』、
Ｊ
・
バ
ン
ダ
『
知

識
人
の
裏
切
り
』
な
ど
に
み
ら
れ

る
西
洋
知
識
人
論
を
内
村
の
思
想

を
分
析
す
る
装
置
に
用
い
て
、
明

治
日
本
の
中
で
自
由
独
立
の
単
独

者
と
し
て
、
世
界
市
民
と
し
て
生

き
た
内
村
の
思
想
の
総
体
に
新
し

い
読
み
の
可
能
性
を
拓
く
。

　
「
愛
国
心
」
に
つ
い
て
、
社
会

運
動
に
つ
い
て
、
そ
し
て
非
戦

論
…
…
批
判
的
活
動
を
つ
う
じ
て

人
類
普
遍
の
倫
理
的
価
値
に
支
え

ら
れ
た
世
界
を
志
向
し
た
明
治
の

知
識
人
へ
の
、
精
密
か
つ
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
。［
日
本
近
代

思
想
史
・
キ
リ
ス
ト
教
］

【
九
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
512
頁
・
七
五
〇
〇
円
）

▼
既
刊
よ
り（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）

野
田
良
之
『
内
村
鑑
三
と
ラ
ア
ト

ブ
ル
フ
』（
五
四
〇
〇
円
）
松
隈
俊

子『
新
渡
戸
稲
造
』（
五
八
〇
〇
円
）

　

長
年
に
わ
た
り
世
界
の
歴
史
学

を
牽
引
し
て
き
た
著
者
の
現
在
を

伝
え
る
日
本
語
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
編

集
の
７
編
。
十
六
世
紀
の
一
粉
挽

屋
の
世
界
像
を
描
い
た
『
チ
ー
ズ

と
う
じ
虫
』(

一
九
七
六
）
以
来
、

数
々
の
ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
と
事
例

研
究
を
と
お
し
て
歴
史
家
の
課
題

に
挑
ん
で
き
た
著
者
の
仕
事
は
、

本
書
収
録
の
「
世
界
を
地
方
化
す

る
」「
わ
た
し
た
ち
の
言
葉
と
か
れ

ら
の
言
葉
」「
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
の

鋏
」
な
ど
の
各
編
で
ま
す
ま
す
磨

き
が
か
か
っ
て
い
る
。
様
々
な
観

点
か
ら
「
歴
史
と
は
何
か
」
を
考

え
る
書
で
も
あ
る
。「
一
個
の
事

例
研
究
の
、
対
象
に
近
接
し
た
分

析
が
、
は
る
か
に
広
大
な
（
ま
さ

に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
）
も
ろ
も
ろ
の

仮
説
へ
の
道
を
開
く
こ
と
も
あ
り

う
る
」［
歴
史
学
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
・
304
頁
・
四
二
〇
〇
円
）

　
『
基
督
信
徒
の
慰
め
』『
余
は
如

何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な
り
し

乎
』『
代
表
的
日
本
人
』
他
を
表

し
た
思
想
家
、『
萬
朝
報
』
英
文

欄
主
筆
、『
聖
書
之
研
究
』
発
行

人
、
無
教
会
主
義
の
創
始
者
に
し

て
伝
道
の
人
…
…
内
村
鑑
三
に
つ

い
て
の
先
行
研
究
は
多
い
が
、
本

根
川
幸
男《
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
の

教
育
文
化

》

海
外
で
の
教
育
シ
ス
テ
ム
変
容
を
追
う

道
場
親
信《
下
丸
子
文
化
集
団
と
そ
の
時
代

》

「
サ
ー
ク
ル
文
化
運
動
」
の
戦
後
史

　

治
安
維
持
法
は
大
正
十
四
（
一

九
二
五
）年
に
制
定
さ
れ
、数
回
の

改
正
を
へ
て
猛
威
を
ふ
る
っ
た
。

本
書
は
刑
法
学
者
が
帝
国
議
会
と

大
審
院
の
記
録
を
読
み
解
き
、
時

勢
と
共
に
深
化
し
た
国
民
統
制
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
。

　

当
時
の
帝
国
議
会
議
員
に
は
弁

護
士
な
ど
法
曹
出
身
者
、
農
民
・

労
働
者
な
ど
大
衆
の
支
持
を
得
た

無
産
政
党
の
指
導
者
も
多
く
、
制

定
審
議
で
は
迫
真
の
討
論
が
行
わ

れ
た
。「
濫
用
の
危
険
性
は
な
い

か
」「
学
問
の
自
由
を
阻
害
し
な

い
か
」「
世
界
の
潮
流
か
ら
後
れ

る
」「
国
民
が
萎
縮
す
る
」
…
…

大
抵
の
懸
念
は
表
明
さ
れ
た
が
、

や
が
て
現
実
に
な
っ
た
。

　

臣
民
は
天
皇
と
国
家
の
「
保
護

の
客
体
」
で
あ
っ
て
「
権
利
の
主

体
」
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
「
権

利
運
動
」
が
取
締
り
の
対
象
と
な

っ
た
。
無
関
係
の
人
は
い
な
か
っ

た
。
自
民
党
憲
法
改
正
草
案
に
結

実
し
た「
公
益
お
よ
び
公
の
秩
序
」

の
た
め
の
人
権
制
限
が
招
く
未
来

の
設
計
図
が
こ
こ
に
あ
る
。［
歴

史
・
法
学
・
憲
法
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
600
頁
・
九
〇
〇
〇
円
）

▼
好
評
既
刊　

内
田
博
文
『
刑
法

と
戦
争
』（
四
六
〇
〇
円
）

　

一
九
五
〇
年
代
、
全
国
各
地
の

無
名
の
若
者
た
ち
が
、
労
働
の
あ

と
に
集
ま
っ
て
は
詩
を
書
き
、
生

活
記
録
を
綴
り
、
そ
れ
を
印
刷
・

製
本
し
、
批
評
し
あ
っ
た
。
文
化

産
業
が
ま
だ
未
発
達
で
、
人
々
が

貧
し
か
っ
た
こ
の
時
代
、「
サ
ー

ク
ル
文
化
運
動
」
は
一
〇
代
か
ら

三
〇
代
の
労
働
者
の
間
で
ま
た
た

く
ま
に
広
ま
り
、
一
大
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
す
。

　

わ
ら
半
紙
に
ガ
リ
版
の
冊
子
、

そ
の
場
限
り
の
演
劇
活
動
や
う
た

ご
え
運
動
ゆ
え
に
、
サ
ー
ク
ル
運

動
は
わ
ず
か
な
痕
跡
し
か
残
し
て

い
な
い
。
そ
れ
ら
資
料
の
丹
念
な

読
み
込
み
と
、
当
事
者
へ
の
膨
大

な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
東

京
の
一
大
工
業
地
帯
で
あ
る
南
部

（
大
田
区
・
品
川
区
・
港
区
）
で

重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
サ
ー
ク
ル

料
理
と
帝
国

食
文
化
の
世
界
史

紀
元
前
２
万
年
か
ら
現
代
ま
で

死
に
ゆ
く
人
に

何
が
で
き
る
か

父
が
子
に
語
る
世
界
歴
史
全
８
巻

［
新
装
版
］

こ
の
私
、ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
［
復
刊
］

中
国
の
伝
統
思
想　
［
復
刊
］

他
の
岬　
　
　
　
　
　
　

［
新
装
版
］

民
主
主
義
の
内
な
る
敵

精
神
医
学
歴
史
事
典

70
歳
の
日
記

過
去
を
も
つ
人

ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ロ
ー
野
生
の
学
舎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

民
主
主
義

内
田
博
文《
治
安
維
持
法
の
教
訓

権
利
運
動
の
制
限
と
憲
法
改
正

》

刑
法
学
の
第
一
人
者
が
読
み
解
く

査
・
取
材
を
続
け
て
き
た
研
究
成

果
。
史
学
領
域
に
お
い
て
、
日
本

の
戦
前
・
戦
中
期
の
教
育
は
研
究

が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
書
の
よ

う
な
、
海
外
で
行
わ
れ
た
教
育
制

度
か
ら
顧
み
た
研
究
は
希
少
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が

る
、
日
本
の
教
育
制
度
や
教
育
思

想
は
、
翻
っ
て
現
在
の
政
治
状
況

分
析
へ
の
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ

る
。［
歴
史
・
教
育
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
600
頁
・
予
一
三
〇
〇
〇
円
）

▼
関
連
書　

細
川
周
平
『
遠
き
に

あ
り
て
つ
く
る
も
の
』（
五
二
〇

〇
円
）『
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
文

学
』
全
２
巻
（
各
一
五
〇
〇
〇
円
）

死
す
べ
き
定
め

ガ
ワ
ン
デ　

原
井
宏
明
訳　

二
八
〇
〇
円

手
話
を
生
き
る
斉
藤
道
雄

二
六
〇
〇
円

悩
む
力　
　
　
　
　

斉
藤
道
雄

一
六
〇
〇
円

治
り
ま
せ
ん
よ
う
に

　

斉
藤
道
雄

一
六
〇
〇
円

キ
ッ
ド
サ
ヴ
ェ
ー
ジ
大
沢
章
子
訳
三
二
〇
〇
円

オ
シ
ム
の
伝
言　
千
田
善　

一
九
〇
〇
円

信
じ
な
い
人
の
た
め
の
〈
宗
教
〉
講
義

中
村
圭
志　

二
〇
〇
〇
円

暴
力
に
つ
い
て

ア
ー
レ
ン
ト　

山
田
正
行
訳　

三
二
〇
〇
円

地
に
呪
わ
れ
た
る
者

フ
ァ
ノ
ン　

鈴
木
・
浦
野
訳　

三
八
〇
〇
円

『詩集 下丸子』表紙

ル・コルビュジエ
滞日時（1955年）
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最
近
、
海
中
に
漂
う
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
観
察
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ダ
イ

ビ
ン
グ
が
人
気
だ
。
こ
れ
に
熱

中
す
る
友
人
が
言
う
に
は
、
ク

ラ
ゲ
も
人
間
が
近
づ
く
と
「
ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
」
し
て
き
て
、

心
が
通
う
の
だ
そ
う
な
。
そ
れ

が
で
き
る
人
間
の
登
場
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
珍
事
で
あ
る
。

　

本
書
は
ま
さ
に
そ
ん
な
驚
き

に
満
ち
た
論
考
で
あ
る
。
人
間

の
昆
虫
観
を
西
洋
哲
学
か
ら
丁

寧
に
後
追
い
す
る
真
面
目
さ

が
、
よ
い
意
味
で
度
を
越
し
て

お
り
、
滑
稽
さ
す
ら
感
じ
さ
せ

る
。
心
が
通
じ
合
え
そ
う
に
な

い
虫
た
ち
を
主
役
と
し
、
犬

が
死
ぬ
と
泣
け
る
の
に
昆
虫

は
平
気
で
殺
せ
る
矛
盾
し
た

性
向
の
秘
密
を
解
き
明
か
す

本
な
の
だ
。

　

古
代
西
洋
で
は
、
動
物
の
姿

や
行
動
を
、
道
徳
や
倫
理
を
教

え
る
生
き
た
手
本
と
位
置
付
け

て
き
た
。
そ
れ
が
博
物
学
の
進

展
と
と
も
に
、
社
会
や
政
治
経

済
に
対
し
て
も
、
生
き
た
教
訓

と
み
な
さ
れ
て
い
く
。

　

た
と
え
ば
、
ハ
チ
は
王
制
、

ア
リ
は
共
和
制
と
み
な
せ
る
か

ど
う
か
を
巡
る
論
争
が
あ
る
。

ハ
チ
は
、
１
匹
の
王
を
中
心
に

し
て
忠
誠
を
誓
っ
た
多
数
の
民

衆
か
ら
な
る
社
会
＝
王
制
で
あ

り
、
一
方
ア
リ
の
ほ
う
は
王
が

い
な
い
の
に
皆
が
共
同
し
て
動

く
社
会
＝
共
和
制
な
の
だ
。

　

昔
は
ハ
チ
の
王
が
オ
ス
と
信

じ
ら
れ
た
か
ら
い
い
け
れ
ど
、

メ
ス
と
分
か
る
に
つ
れ
、
ハ
ー

レ
ム
を
持
っ
た
ア
マ
ゾ
ネ
ス
社

会
＝
母
権
社
会
の
象
徴
と
な

り
、
女
性
の
権
威
が
強
か
っ
た

フ
ラ
ン
ス
王
制
と
重
ね
あ
わ

さ
れ
た
あ
げ
く
に
、
奴
隷
制
や

封
建
制
と
対
比
さ
れ
る
に
い

た
る
。

　

織
り
出
す
巣
を
他
の
個
体
と

共
用
す
る
ケ
ム
シ
を
見
て
、
所

有
と
い
う
観
念
を
も
た
な
い

完
璧
な
共
産
主
義
者
だ
と
書
い

た
フ
ァ
ー
ブ
ル
も
、
こ
う
し
た

道
徳
的
自
然
観
の
末
裔
（
ま
つ

え
い
）
で
あ
ろ
う
。

　

と
、
こ
こ
で
昆
虫
の
心
が
ま

だ
理
解
で
き
な
い
原
因
の
探
求

に
た
ど
り
着
く
。
元
凶
の
一
つ

は
動
物
解
剖
学
の
影
響
だ
。
神

経
も
血
も
な
い
よ
う
に
見
え
る

「
虫
」
に
苦
痛
や
悲
し
み
は
な

い
わ
け
だ
。

　

そ
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
登
場

す
る
。
殺
し
合
い
が
常
在
す
る

生
物
界
が
神
の
恩
恵
で
創
造
さ

れ
た
と
は
思
え
な
い
と
い
う
神

な
き
自
然
観
が
生
ま
れ
て
く
る

ま
で
を
、
一
気
に
激
走
す
る
力

作
で
あ
る
。

（
あ
ら
ま
た
・
ひ
ろ
し　

博
物

学
者
）
＊
信
濃
毎
日
新
聞
ほ
か

二
〇
一
六
年
七
月
掲
載
（
共
同

通
信
社
配
信
）
書
評
を
転
載
。

▽
ジ
ャ
ン=

マ
ル
ク
・
ド
ル

ー
ア
ン
『
昆
虫
の
哲
学
』
辻
由

美
訳
（
本
紙
二
面
下
に
広
告
）

　

大
き
な
反
響
を
得
た
『
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
が
進
化
を
決
め
た
』
の

著
者
が
、
当
時
の
理
論
を
直
近
十

年
余
の
研
究
に
基
づ
い
て
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
生
命
進
化
最
大

の
謎
に
さ
ら
に
肉
迫
す
る
。

　

絶
え
間
な
く
流
動
す
る
生
体
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
進
化
の
潮
流
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
「
制
約
」
を
課
し
て

き
た
と
著
者
は
言
う
。
そ
の
制
約

こ
そ
が
、
原
初
の
生
命
か
ら
あ
な

た
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
生
物

を
彫
琢
し
て
き
た
の
だ
、
と
。

　
「
化
学
浸
透
圧
」
と
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
形
態
の
シ
ン
プ
ル
か
つ
変

幻
自
在
な
特
性
に
注
目
し
、
生
命

の
起
源
の
シ
ナ
リ
オ
を
説
得
的
に

描
き
だ
す
第
３
章
、「
１
遺
伝
子

あ
た
り
の
利
用
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
を
手
が
か
り
に
真
核
生
物
と

原
核
生
物
の
間
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ

プ
を
説
明
す
る
第
５
章
な
ど
、
目

の
覚
め
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を

次
々
に
提
示
。
進
化
史
の
新
た
な

切
り
口
を
幅
広
い
読
者
に
向
け
て

問
う
、
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
生

命
進
化
論
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

最
前
線
の
研
究
者
の
感
じ
て
い
る

ス
リ
ル
と
興
奮
を
体
験
で
き
る
、

パ
ワ
フ
ル
な
科
学
読
み
物
だ
。

［
原
著
書
評
よ
り
］
◆
愕
然
と
す

る
ほ
ど
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
生
物
学
の
見
方
…
…
魅
惑
的
で

説
得
力
も
あ
る
。（『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
』）
◆
な
ぜ
生
命
は

こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
か
、

そ
の
秘
密
の
解
明
に
つ
い
に
迫
っ

て
い
る
。（
マ
ッ
ト
・
リ
ド
レ
ー
）

◆
こ
の
本
に
は
ぶ
っ
飛
ん
だ
。（
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
）

［
生
物
学
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
・
408
頁
・
三
六
〇
〇
円
）

▽
Ｎ
・
レ
ー
ン
の
好
評
既
刊
『
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
進
化
を
決
め

た
』『
生
命
の
跳
躍
』（
い
ず
れ
も

斉
藤
隆
央
訳
、
各
三
八
〇
〇
円
）

　

成
田
康
子「
高
校
図
書
館
か
ら
」

／
Ａ
・
ロ
ス
「
ポ
ッ
プ
の
先
端
」／

岡
真
理
「
ノ
ー
マ
ン
の
骨
」
／
伊

藤
浩
志
「
な
ぜ
「
不
安
」
は
消
え

な
い
の
か
」（
七
月
号
）。
平
野
克

弥
「
ア
イ
ヌ
＝
「
滅
び
ゆ
く
民
族
」

と
生
存
へ
の
祈
り
」／
森
一
郎「
政

治
的
な
も
の
に
対
し
て
哲
学
的
に

い
か
に
語
り
返
す
か
」
／
辻
由
美

「
思
春
期
と
向
き
合
う
」
／
大
井

玄
「
国
際
協
力
の
あ
り
方
―
―
ダ

シ
ョ
ー
西
岡
の
場
合
」（
八
月
号
）。

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
「
タ
ー
キ
ッ

シ
ュ
・
ホ
リ
デ
イ
」／
Ｇ
・
ヴ
ィ
シ

ュ
ワ
ナ
ー
タ
ン
「
サ
イ
ー
ド
の
遺

産
」／
宮
島
喬
「
フ
ラ
ン
ス
人
と

は
何
か
」
／
大
谷
卓
史
「
行
動
変

容
の
技
術
」
ほ
か
（
各
三
〇
〇
円
）

月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

　

ゲ
イ
の
カ
ッ
プ
ル
が
、
オ
ー
プ

ン
・
ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
（
開
か
れ
た

養
子
縁
組
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
を

迎
え
た
経
験
を
綴
る
痛
快
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
。
男
二
人
で
「
育
て

の
親
」
に
な
る
と
い
う
挑
戦
に
加

え
、「
生
み
の
母
親
」（
十
七
歳
で

妊
娠
し
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
少
女
）

の
事
情
も
絡
ん
で
…
…
。「
通
説
」

に
頼
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
狭
い
家

荒俣宏
ドルーアン

《昆虫の哲学》
辻 由美訳

を読む

人
の
役
割
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
気
づ
く
の
が
遅
か
っ
た
け
れ

ど
も
い
ま
だ
に
土
方
定
一
と
い
う

人
の
影
の
な
か
に
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
る
。」

（「
土
方
定
一
の
影
」）

　

戦
後
美
術
批
評
の
草
分
け
で
あ

り
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
館

長
等
を
歴
任
し
た
土
方
定
一
（
一

九
〇
四
―
一
九
八
〇
）
を
、
な
が

く
補
佐
し
た
著
者
に
よ
る
追
想
と

オ
マ
ー
ジ
ュ
。

　

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
詩
人
か
ら
出
立

し
た
そ
の
八
方
破
れ
の
ス
タ
イ
ル

は
、
戦
後
美
術
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
見
事
に
照
射
す
る
。
そ
の
衣
鉢

を
継
い
で
、
半
世
紀
に
わ
た
り
美

術
館
に
奉
職
し
た
著
者
が
、
土
方

定
一
を
通
じ
て
問
い
か
け
る
美
術

論
。［
美
術
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
272
頁
・
予
四
六
〇
〇
円
）

▼
既
刊
よ
り　

酒
井
忠
康
『
鞄
に

入
れ
た
本
の
話
』（
三
四
〇
〇
円
）

《
芸
術
の
海
を
ゆ
く
人

回
想
の
土
方
定
一

》

戦
後
美
術
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

酒
井
忠
康

族
観
に
風
穴
が
あ
く
。

　

何
が
人
を
親
に
し
、
何
が
人
々

を
家
族
に
す
る
ん
だ
ろ
う
？　

著

者
と
一
緒
に
自
問
し
つ
つ
、
家
族

の
輪
郭
は
も
っ
と
柔
ら
か
で
い
い

の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
自
ら
の

体
験
を
語
る
こ
と
か
ら
始
め
た
著

者
の
活
動
は
、
全
米
で
の
同
性
婚

合
法
化
を
促
す
力
と
な
っ
た
。
日

本
も
き
っ
と
、
変
え
ら
れ
る
。

［
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
］

（
四
六
判
・
408
頁
・
三
二
〇
〇
円
）

《
キ
ッ
ド　
僕
と
彼
氏
は

い
か
に
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
た
か

》

ダ
ン
・
サ
ヴ
ェ
ー
ジ

大
沢
章
子
訳

柔
ら
か
な
家
族
の
輪
郭

書評コラム

《
パ
リ
は
わ
が
町

》

ロ
ジ
ェ
・
グ
ル
ニ
エ

宮
下
志
朗
訳

「
愛
情
地
理
学
」
の
名
エ
ッ
セ
イ

　

印
刷
工
の
祖
父
、
眼
鏡
屋
に
な

る
母
、
遡
れ
ば
出
自
は
パ
リ
に
あ

る
ロ
ジ
ェ
・
グ
ル
ニ
エ
。
し
か
し

彼
自
身
が
地
方
か
ら
パ
リ
に
出
て

き
た
の
は
二
十
代
半
ば
の
占
領
下

で
、
そ
れ
以
来
七
〇
年
間
ず
っ
と

こ
の
大
都
市
の
住
人
だ
。
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
活
動
、
戦
後
カ
ミ
ュ
と
始

　
「
こ
う
し
て
か
え
り
み
る
と
、

こ
つ
こ
つ
と
地
味
な
道
を
生
き
る

と
こ
ろ
に
、
も
し
か
し
た
ら
美
術

館
の
、
あ
る
い
は
美
術
の
森
の
番

め
た
新
聞
『
コ
ン
バ
』
の
記
者
、

ラ
ジ
オ
放
送
の
黄
金
期
、
ガ
リ
マ

ー
ル
出
版
社
の
編
集
者
に
し
て
作

家
。
人
生
の
大
半
、
日
々
の
生
活

を
過
ご
し
た
大
通
り
や
路
地
の
あ

ち
こ
ち
に
、
愛
情
も
友
情
も
苦
い

思
い
出
も
染
み
込
ん
で
い
る
。

　

所
番
地
を
見
出
し
と
す
る
断
章

に
コ
ン
ト
の
よ
う
な
趣
向
を
凝
ら

し
て
、
九
七
歳
の
現
役
小
説
家
が

書
き
下
ろ
す
「
愛
情
地
理
学
」
の

名
エ
ッ
セ
イ
。［
自
伝
・
文
学
史
・

都
市
論
］【
十
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
230
頁
・
予
三
七
〇
〇
円
）

▽
Ｒ
・
グ
ル
ニ
エ
好
評
既
刊
『
写

真
の
秘
密
』（
二
六
〇
〇
円
）『
ユ

リ
シ
ー
ズ
の
涙
』（
二
三
〇
〇
円
、

と
も
に
宮
下
志
朗
訳
）　
『
別
離
の

と
き
』
山
田
稔
訳
（
二
四
〇
〇
円
）

〒 113-0033
東京都文京区本郷 5-32-21
tel. 03-3814-0131 fax 03-3818-6435

「レビュー合戦」テーマ一覧

Theme 1. 歴史の転換点
Theme 2. 亜細亜へのまなざし
Theme 3. そのとき人はどう振る舞うか
Theme 4. 協力と信頼
Theme 5. ひらめきを得るために
Theme 6. リスクへの備え
Theme 7. 残響の移民たち
Theme 8. 来るべき決断の時
Theme 9. 開発のこれまでとこれから
Theme 10. 健やかに蝕まれて
Theme 11. たくらみを読み解く

〒 153-0041
東京都目黒区駒場 4-5-29
tel. 03-6407-1069 fax 03-6407-1991

〒 101-0052
東京都千代田区神田小川町 3-24
tel. 03-3291-7811 fax 03-3291-8448

あの「レビュー合戦」が帰ってきた。出版情報紙『パブリッシ
ャーズ・レビュー』を発行する 3 社合同の野心的企画。ご好評
を受け、4 年ぶり 2 回めの開催です。テーマに沿って選出され
た各社のイチオシ本を、編集者中心に他社評者が互いに熱く論
じ、レビュー対象書籍を展示販売。熱いレビューはリーフレッ
トにまとめ、書店店頭で無料配布いたします。右ご案内の開催
店で 8 月下旬より順次展開中。ぜひお近くの開催店へ、どうぞ。

紀伊國屋書店札幌本店　011-231-2131

函館蔦屋書店　0138-47-3771

ジュンク堂書店盛岡店　019-601-6161

丸善仙台アエル店　022-264-0151

ACADEMIA イーアスつくば店　029-868-7407

ブックマンズアカデミー前橋店　027-280-3322

紀伊國屋書店さいたま新都心店　048-600-0830

紀伊國屋書店流山おおたかの森店 04-7156-6111

明正堂アトレ上野店　03-5826-5866

タロー書房　03-3241-2701

ジュンク堂書店池袋本店　03-5956-6111

紀伊國屋書店新宿本店　03-3354-0131

ブックファースト新宿店　03-5339-7611

丸善丸の内本店　03-5288-8881

岩波ブックセンター信山社　03-3263-6601

三省堂書店神保町本店　03-3233-3312

東京大学生協本郷書籍部　03-5841-2420

青山ブックセンター六本木店　03-3479-0479

ブックファーストレミィ五反田店 03-6408-1811

東京大学生協駒場書籍部　03-3469-7145

MARUZEN & ジュンク堂書店渋谷店
03-5456-2111

中央大学生協多摩店　042-674-3032

オリオン書房ルミネ立川店　042-527-2311

ブックスルーエ　0422-22-5677

くまざわ書店武蔵小金井北口店　042-385-2351

紀伊國屋書店横浜店　045-450-5901

くまざわ書店ランドマーク店　045-683-1021

ACADEMIA 港北店　045-914-3320

くまざわ書店相模大野店　042-767-1285

MARUZEN 松本店　0263-31-8171

戸田書店静岡本店　054-205-6111

ジュンク堂書店名古屋店　052-589-6321

MARUZEN 名古屋本店　052-238-0320

丸善四日市店　059-359-2340

同志社生協書籍部今出川店　075-251-4427

ジュンク堂書店京都店　075-252-0101

大垣書店イオンモール KYOTO 店 075-692-3331

紀伊國屋書店梅田本店　06-6372-5821

ジュンク堂書店大阪本店　06-4799-1090

ジュンク堂書店難波店　06-4396-4771

ジュンク堂書店三宮店　078-392-1001

今井書店グループセンター店　0852-20-8811

喜久屋書店倉敷店　086-430-5450

MARUZEN 広島店　082-504-6210

宮脇書店本店　087-851-3733

ジュンク堂書店松山店　089-915-0075

丸善博多店　092-413-5401

長崎書店　096-353-0555

ブックスミスミオプシア店　099-813-7012

ジュンク堂書店那覇店　098-860-7175

ブックフェア開催書店一覧　（開催時期など異なりますので、詳細は各店へ直接にお問い合わせください）

進化史最大の謎に肉迫
ニック・レーン

《生命、エネルギー、進化》
斉藤隆央訳

土方定一
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みすず書房・最近の重版より
亡き人へのレクイエム

池内 紀    　 ¥ 3000
夜　［新版］

E. ヴィーゼル　村上光彦訳   　¥ 2800
イデーン　Ⅰ-Ⅰ

E. フッサール　渡辺二郎訳  　 ¥ 6800
死すべき定め――死にゆく人に何ができるか

A. ガワンデ　原井宏明訳  　 ¥ 2800
失われてゆく、我々の内なる細菌

M. J. ブレイザー　山本太郎訳 　¥ 3200
アメリカの反知性主義

R. ホーフスタッター　田村哲夫訳 　 ¥ 5200
時間かせぎの資本主義

W. シュトレーク　鈴木直訳  　 ¥ 4200
昆虫の哲学

J.-M. ドルーアン　辻 由美訳 　 ¥3600
テクニウム――テクノロジーはどこへ向かうのか？

K. ケリー　服部桂訳  　 ¥ 4500
量子力学　Ⅱ［第 2 版］

朝永振一郎   　 ¥ 6000

　
〈
夢
と
は
象
徴
化
を
行
う
人
間

の
能
力
を
研
究
す
る
上
で
最
も
一

般
的
か
つ
普
遍
的
に
ア
ク
セ
ス
可

能
な
源
泉
で
あ
る
〉

　

本
書
は
夢
に
関
す
る
ユ
ン
グ
の

主
要
な
論
文
を
集
め
た
も
の
で
あ

る
。「
夢
分
析
の
臨
床
使
用
の
可

能
性
」「
夢
心
理
学
概
論
」「
夢

の
本
質
に
つ
い
て
」「
夢
の
分
析
」

「
数
の
夢
に
関
す
る
考
察
」「
象
徴

と
夢
解
釈
」
の
６
編
。
夢
に
つ
い

て
の
ユ
ン
グ
の
考
え
方
が
網
羅
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、「
集
合
的
無

意
識
」
や
「
元
型
」
は
じ
め
、
ユ

ン
グ
心
理
学
全
体
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
臨
床
家
ユ

ン
グ
の
姿
を
生
き
生
き
と
伝
え
る

本
書
は
、「
は
じ
め
て
の
ユ
ン
グ
」

に
も
ふ
さ
わ
し
い
。
監
訳
者
に
よ

る
懇
切
な
解
説
を
付
す
。

［
臨
床
心
理
学
］

（
四
六
判
・
296
頁
・
三
四
〇
〇
円
）

みすず書房

近刊のお知らせ
11-12 月の刊行予定から

幼年の色、人生の色　長田 弘
建築の前夜　前川國男論　松隈 洋
肥満の人類生物学――ヒトは太り続けている
　M. L. パワー／J. シュルキン　山本太郎訳
テクノロジーは貧困を救わない
　外山健太郎　松本裕訳
戦争文化と愛国心　海老坂武
失くしたもの　斎藤貴男
歴史学者の工房　草光俊雄
和解のリアルポリティックス　武井彩佳
トリエステの亡霊　J. キャリー　鈴木昭裕訳
ハンザ　12-17 世紀
　フィリップ・ドランジェ　高橋理他訳
夢遊病者たち――第一次世界大戦はなぜ始まっ
　たか　クリストファー・クラーク　小原淳訳
歴史家の展望鏡　山内昌之

（ウェブサイトにもご案内しています
http://www.msz.co.jp/book/new/）

　

ユ
ダ
ヤ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の

思
想
家
ア
メ
リ
ー
は
、
ナ
チ
ス
に

よ
る
幾
度
も
の
拘
束
と
収
容
、
逃

亡
を
繰
り
返
し
て
生
き
延
び
た
人

物
で
あ
る
。
残
忍
な
描
写
を
避
け

な
が
ら
、
精
神
の
営
み
を
無
に
す

る
収
容
生
活
、
拷
問
体
験
を
通
し

て
、
個
の
尊
厳
を
奪
い
尽
く
す
人

道
へ
の
大
罪
を
思
索
的
に
綴
る
。

　

一
九
四
五
年
四
月
十
五
日
、
ベ

ル
ゲ
ン=

ベ
ル
ゼ
ン
強
制
収
容
所

を
解
放
さ
れ
た
ア
メ
リ
ー
は
、
妻

が
匿
わ
れ
て
い
た
友
人
宅
へ
。
し

か
し
、「
た
だ
ひ
と
り
の
人
、
そ
の

人
の
た
め
に
二
年
の
間
、
生
き
る

力
を
振
り
絞
っ
て
き
た
当
の
人
が

死
ん
で
い
た
。
生
は
ま
た
し
て
も

空
し
い
も
の
と
な
っ
た
」（
本
書
）。

空
し
さ
の
中
か
ら
、
世
界
で
繰
り

返
さ
れ
る
戦
争
犯
罪
、
台
頭
す
る

排
外
主
義
へ
の
強
い
危
機
感
か
ら

本
書
は
著
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル

『
夜
』
に
並
び
称
さ
れ
る
名
著
に

訳
者
に
よ
る
新
解
説
を
付
す
。

［
文
学
・
思
想
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
224
頁
・
予
三
七
〇
〇
円
）

　

一
九
二
八
年
生
。
四
四
年
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
強
制
収
容
所
に

V・E・フランクル　新装復刊

時代精神の病理学
心理療法の 26 章

永遠の名著『夜と霧』の著者が、
第二次大戦前後の社会と心理療法
の関係を語る。宮本忠雄訳 ¥3400

識られざる神
無意識が内在する宗教性を鍵に、
人間の本質を探る。実存分析から
の精神療法。佐野・木村訳 ¥3400

神経症
その理論と治療

理論と実践が最も体系的にまとめ
られた、精神医学を超える拡がり
の書。宮本・小田・霜山訳 ¥5400

C・G・ユング　新装復刊

心理療法論
世界観や倫理的問題、政治との関
係などにも目配りされた特に重要
な 6 論文収録。林道義編訳 ¥2800

個性化とマンダラ
自立した個体のシンボル＝マンダ
ラの卓抜な解釈。ユング心理学の
秘儀を開示する。林道義訳 ¥3600

転移の心理学
メルクリウスの泉／王と女王／裸
の真実……錬金術の絵で語る転移
＝個性化過程。林・磯上訳 ¥3700

《
罪
と
罰
の
彼
岸
打
ち
負
か
さ

れ
た
者
の
克
服
の
試
み
［
新
版
］

》

ジ
ャ
ン
・
ア
メ
リ
ー

池
内
紀
訳

収
容
体
験
か
ら
の
思
索

　

年
に
一
度
の
本
の
祭
典
「
東
京

国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
、
９
月

23
日
（
金
）
か
ら
25
日
（
日
）
ま

で
、
有
明
の
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
す

ず
書
房
は
例
年
通
り
、「
書
物
復

権
10
社
の
会
」
の
一
員
と
し
て
出

展
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
期
間
が

三
日
間
に
短
縮
さ
れ
、
読
者
謝
恩

と
銘
打
っ
て
、
書
籍
の
販
売
に
特

化
し
た
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
す
。

　

み
す
ず
書
房
は
話
題
の
新
刊
、

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
中
心
に
、
展
示

販
売
い
た
し
ま
す
。
在
庫
僅
少
本

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
ご
満
足
い

た
だ
け
る
品
揃
え
で
、
読
者
の
皆

様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
新

企
画
の
情
報
も
発
信
い
た
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
み
す
ず
書
房
ブ
ー

ス
ま
で
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
に
「
東
京
国
際
ブ

ッ
ク
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」
招
待
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご

住
所
・
郵
便
番
号
・
お
名
前
と
必

要
枚
数
を
明
記
の
上
、今
月
19
日

（
月
曜
、
必
着
）
ま
で
に
、本
紙
同

封
の
ハ
ガ
キ
ま
た
は
小
社
サ
イ
ト

http://w
w

w
.m

sz.co.jp

に

て
、
急
ぎ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

学
校
も
、
オ
フ
ィ
ス
も
、
公
民

館
も
、
人
々
が
長
い
時
間
を
す
ご

す
暮
ら
し
の
場
。
心
地
よ
く
暮
ら

す
た
め
の
設
計
の
方
法
と
は
？ 

　

一
九
七
一
年
か
ら
続
く
「
象
設

計
集
団
」
の
創
設
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
園
、

老
人
ホ
ー
ム
、
公
民
館
、
庁
舎
、

美
術
館
、
温
泉
施
設
、
道
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
多
彩
な
空
間
を

生
み
出
し
つ
づ
け
る
著
者
が
、
共

同
性
の
思
想
、
み
ず
か
ら
の
建
築

設
計
の
プ
ロ
セ
ス
、
建
築
家
に
な

る
ま
で
の
道
を
は
じ
め
て
語
る
。

　

人
も
、風
も
、光
も
、木
も
、鳥

も
、と
も
に
呼
び
込
む
、よ
ろ
こ
び

あ
ふ
れ
る
建
築
論
。あ
ら
た
に「
建

築
オ
ノ
マ
ト
ペ
」を
増
補
。［
建
築
］

（
四
六
判
・
328
頁
・
二
八
〇
〇
円
）

（
カ
バ
ー
は
著
者
ス
ケ
ッ
チ
）

　
「
も
し
死
刑
と
い
う
制
度
に
例

外
事
態
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と

す
る
な
ら
ば
、す
な
わ
ち
、死
刑
の

執
行
が
失
敗
し
、
そ
の
後
も
被
告

人
が
生
き
延
び
て
し
ま
っ
た
と
し

た
ら
、
一
体
何
が
起
き
る
の
か
？

こ
う
し
た
一
見
、
抽
象
的
な
思
考

実
験
と
も
思
え
る
問
い
を
通
し

て
、
大
島
は
「
国
家
」
と
い
う
制

度
の
核
心
へ
と
近
づ
い
て
ゆ
く
」。

　
『
日
本
の
夜
と
霧
』『
絞
死
刑
』

『
儀
式
』『
二
十
四
の
瞳
』『
森
と

湖
の
ま
つ
り
』『
仁
義
な
き
戦
い
』

『
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃
』
―
―

大
島
渚
や
木
下
恵
介
か
ら
実
録
や

く
ざ
映
画
、
角
川
映
画
ま
で
、
日

本
映
画
は
戦
後
民
主
主
義
と
大
衆

消
費
社
会
の
結
節
点
に
存
在
し
て

き
た
。
国
民
の
物
語
と
娯
楽
性
の

狭
間
に
あ
っ
て
映
画
は
、安
保
を
、

在
日
を
、
天
皇
を
、
戦
争
を
、
沖

縄
を
、
ア
イ
ヌ
を
、
ふ
る
さ
と
を
、

恋
愛
を
、
少
女
を
、
い
か
に
表
象

し
て
き
た
の
か
。
映
像
に
固
有
の

論
理
と
緻
密
な
分
析
に
よ
っ
て
、

映
画
か
ら
物
語
に
還
元
さ
れ
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聴
き
取
る
、
硬

派
で
繊
細
な
映
画
批
評
の
誕
生
。

［
映
画
批
評
］【
十
月
中
旬
刊
】

（
四
六
判
296
頁
・
予
三
八
〇
〇
円
）

《
映
画
の
声

戦
後
日
本
映
画
と
私
た
ち

》

御
園
生
涼
子

大
島
渚
か
ら
角
川
映
画
ま
で

《
小
さ
な
建
築
［
増
補
新
版
］

》

富
田
玲
子

「
建
築
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
を
増
補

み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

新装版 8・9 月

　

二
〇
一
七
年
版
は
、
特
集
「
マ

テ
ィ
ス
と
暮
ら
す
」
を
お
届
け
し

ま
す
。
油
絵
、
切
絵
、
挿
絵
な
ど

画
家
マ
テ
ィ
ス
の
選
り
す
ぐ
り
の

作
品
を
収
め
ま
す
。
来
年
一
月
か

ら
東
京
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
ま
た
四
月
か
ら

は
大
阪
・
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術

館
で
、
マ
テ
ィ
ス
と
ル
オ
ー
の
往

復
書
簡
を
め
ぐ
る
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
小
社
で
は
、
書
簡

集
『
マ
テ
ィ
ス
と
ル
オ
ー
友
情

の
手
紙
』
を
刊
行
予
定
で
す
。
ご

期
待
下
さ
い
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
ハ
ガ
キ
大
、
七

葉
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
一
枚
付
、
ペ

ー
パ
ー
ケ
ー
ス
入
、卓
上
用
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
一
部
六
二
〇

円
（
税
込
）
と
送
料
手
数
料
、
計

七
〇
〇
円
分
の
切
手
を
ご
同
封
の

上
、
み
す
ず
書
房
営
業
部
（
〒
１

１
３
―
０
０
３
３
文
京
区
本
郷
５

―
32
―
21
）
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
複
数
の
ご
購
入
は
、
営
業

部
（
電
話
０
３
―
３
８
１
４
―
０

１
３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
書
店
店
頭
で
も
ご
注
文
に
な

れ
ま
す
。（
九
月
下
旬
発
売
予
定
）

東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
締
切
間
近

ユ
ダ
ヤ
人
作
家
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
死
去

Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ

横
山
博
監
訳

大
塚
紳
一
郎
訳《
ユ
ン
グ
夢
分
析
論

》

夢
に
関
す
る
主
要
な
６
論
文

みすず
美術カレンダー

2017
のご案内

　
「
若
い
科
学
者
た
ち
へ
の
本
誌

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
メ
ダ
ワ

ー
の
『
若
き
科
学
者
へ
』
を
読
ん

で
お
け
、
だ
」（N

ature

誌
）。

探
究
的
な
仕
事
に
従
事
す
る
人
に

贈
り
た
い
不
朽
の
名
著
。
解
説
は

『
数
学
ガ
ー
ル
』
著
者
、
結
城
浩
。

（
四
六
判
・
200
頁
・
二
七
〇
〇
円
）

入
れ
ら
れ
翌
年
ブ
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル

ト
の
強
制
収
容
所
で
解
放
。
帰
郷

を
拒
ん
で
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
学

び
、の
ち
渡
米
。八
六
年
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
。
今
年
七
月
没
。
自
伝
的

小
説『
夜
』は
永
遠
の
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
。（
村
上
光
彦
訳
、二
八
〇
〇
円
） 

Ｐ
・
Ｂ
・
メ
ダ
ワ
ー

鎮
目
恭
夫
訳　

結
城
浩
解
説

《
若
き
科
学
者
へ

》

映画『二十四の瞳』より

独り居の日記
メイ・サートン　武田尚子訳

新鮮なメッセージを携えて登場したアメリカの詩
人・小説家の代表作。孤独と友人の両方を大切に、
想念を飛翔させた一年間。その精神の佇まいに感応
する広い年齢層の読者に支えられ、ロングセラー
に。新刊『70 歳の日記』を機に待望の復刊。¥3400

名
著
新
版
、
新
解
説


